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We have been developing an geographic information retrieval(GIR) system that accepts geographic queries in
addition to ordinary keywords. Such a system is useful, for example, when a user want to make a decision about
where to go on a trip. However, the user sometimes have difficulty inputting both keywords and geographic queries.
Showing representative terms related to the query is an effective way to solve the problem. We propose a method
that selects related terms based on the poisson probability that expresses the probability of an actual number of
occurrences if a certain number of occurences is expected.

1. はじめに

外出先でその地域の情報を調べたり，旅行の計画を立案し
たりする際には，その場所に関して様々なキーワードで検索
を行い，その場所に関する情報を知ることができれば有益で
ある．そこで，我々はこれまで，様々なキーワード・場所に関
する検索を行う地理情報検索の研究について取り組んできた
[安田 2008, 戸田 2009]．しかし，地理情報検索を実際に利用
するためには，キーワードと場所の両方を指定しなければな
らなかった．そのため，場所が決まっていてもそこでどのよう
な事物が話題であるかわからず，キーワードを指定できない場
合が多くあった．また，キーワードを指定できる場合でも，ス
マートフォンなどの携帯端末から入力を行うのは手間がかかる
という問題があった．この問題を解決するためには，クエリの
入力を支援する仕組みとして指定した場所に特徴的な語の提示
を行い，場所の指定だけでキーワードを想起させることが必要
であると考えた．これにより，その場所に関してよく知らない
場合でも，場所を指定して提示されるキーワードを選択するこ
とにより検索を行うことができ，その場所に関する情報を知る
ことができるようになる．そこで本研究では，場所に関する特
徴的な語を獲得することを目的とする．
以下では，提案手法および評価について述べる．また，提案

手法を用いて，様々な場所に関するキーワードを提示し，検索
を行うことを可能としたスマートフォン向けのアプリケーショ
ンについて述べる．

2. 提案手法

特徴的な語は，地域全体での出現の割合に比べて対象とす
る地域での出現の割合が高い語であると考えられる．語がすべ
ての地域で一様に分布すると仮定すれば，地域全体での出現
の割合をもとに，対象とする地域での期待頻度が算出できる．
その期待頻度と比べて，実際に出現した頻度で出現するという
事象の起こりやすさを調べ，この事象が起こりにくい語を特徴
的な語として獲得するということが考えられる．そこで，本研
究では，平均で λ回発生する事象が k 回発生する確率を表す
ポアソン確率を用いて語の出現が起こりやすいかを算出する方
法を提案する．
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地域全体でのすべての語の出現頻度を n，地域全体での着目
する語の出現頻度を s，対象とする地域でのすべての語の出現
頻度を k，対象とする地域での着目する語の出現頻度を rとす
ると，地域全体でのその語の出現の割合は s/nと表せ，そこか
ら対象とする地域でのその語の出現頻度の期待値は sk/nと表
すことができる．この値に比べ，実際の頻度が r未満であるよ
うな確率はポアソン確率により以下の式で表すことができる．
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この値を地域内で出現したすべての語に対して算出し，値
の大きい，すなわち頻度 r以上で出現することはめったに起こ
らないと考えられる語を特徴語として獲得する．
出現頻度としては，文書内頻度 (TF)と文書頻度 (DF)が考

えられるが，本研究では，文書内でどれだけ多く言及されてい
るかよりも多くの文書でどれだけ多く言及されているかのほう
が重要であると考え，DFを用いてポアソン確率を算出するこ
ととする．

3. 評価

提案手法の有効性を検証するため，従来手法と提案手法と
の比較評価を行った．

3.1 実験条件
ブログ記事には様々な地域に関する記述が多いと考えられる

ため，文書データとしては，2010年 8月から 2012年 1月ま
での 1 年半の間に投稿されたブログ記事を利用した．各ブロ
グ記事から特徴語候補の抽出および地点の特定を行った．抽出
する特徴語候補はWikipediaの見出し語となっている語とし
た．地点の特定のための地名表現の抽出および緯度経度への変
換の方法としては平野らの手法 [平野 2008]を用いた．
東京都新宿区，岡山県岡山市，富山県富山市，山形県山形

市，三重県津市の 5 つの地域を評価対象の地域として，ベー
スラインと提案手法により特徴語の獲得を行った．ベースライ
ンとして，以下の 2つの手法を用意した．

• ベースライン 1(TF-IDF)

対象とする地域に関して書かれている文書集合をまとめ
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表 1: 従来手法との比較評価結果

手法 MAP

ベースライン 1(TF-IDF) 0.831

ベースライン 2(カイ 2乗値) 0.951

提案手法 0.963

表 2: 提案手法によって得られた特徴語の例

地域 特徴語
新宿 東京ラーメン, とげぬき地蔵, 新宿御苑
岡山 岡山弁, 苫田温泉, 岡山後楽園
富山 富岩運河, 呉羽丘陵, 富山ブラック
山形 済生館, 霞城公園, 文翔館
津 榊原温泉, 専修寺, 津城

て 1つの記事と考えたときの TFと，それ以外の地域に
関して書かれている文書での DFをもとに TF-IDFの値
を算出し，値の大きいものを特徴語として抽出する．

• ベースライン 2(カイ 2乗値)

特徴語候補が出現するという事象と，対象とする地域で
出現するという事象に相関があるかどうかを表すカイ 2

乗値を算出し，値の大きいものを特徴語として抽出する．

3.2 評価指標
獲得された特徴語だけを見て，その地域に関して特徴的で

あるかどうかを直接評価することは難しいと考えられる．そ
こで，獲得された語を直接評価するのではなく，その語に関す
るその場所での記事を検索し，その記事の評価をもとに語を
評価した．本研究では，検索された文書に対して，その文書を
読んでその場所に行ってみたいと思うかどうかを有用性として
5段階で人手により付与することとした．地域ごと，手法ごと
に 10個の特徴語を獲得し，特徴語ごとに最大 100件の記事を
地理情報検索 [安田 2008]を用いて取得した．取得された記事
に対して有用性を付与し，最大 100 件の記事の中で有用性が
4以上となった記事が存在する場合に，その特徴語は適合して
いると考え，獲得された特徴語の順位を考慮して平均適合率
を算出した．この平均適合率の各地域ごとの平均であるMAP

の値を評価指標とした．

3.3 実験結果
実験結果を表 1 に示す．提案手法は高い MAP 値を示して

おり，提案手法により特徴語が適切に獲得できる可能性が示唆
された．
提案手法によって得られた特徴語の例を表 2 に示す．特徴

語として適切と思われる語が獲得されていることがわかる．
提案手法により獲得された特徴語のうち適合しないと判定

されたものについて分析を行った．適合しないと判定された語
の中には，地元で開催されるイベントの会場や，地元で応援さ
れているサッカークラブのようなその地域に居住している人々
によってよく話題にされていると思われる語が多く含まれてい
た．これらの語は，その地域でのみ言及されている割合は非常
に高いが，頻度はあまり高くないという共通する特徴がみられ
た．今回の評価では，その地域に行ってみたいと思うかという
点に着目したが，そのような場合には地元の人たちの間でよく

図 1: 特徴語提示画面の例

話題にされている語は獲得しないように手法を改良することに
より，より適切な特徴語が獲得できると考えられる．

4. アプリケーション
全国の様々な地域において適切な特徴語を提示できるかを検

証することは重要である．そこで，提案手法が旅行計画の立案
などの際の地域情報の取得に有効かどうかを確認することを目
指して，様々な場所に関する特徴語を提示し，その特徴語を用
いて検索を行うことを可能としたスマートフォン向けのアプリ
ケーション「発見探地図エリアダス」を作成した．本アプリに
おける特徴語提示画面の例を図 1に示す．
本アプリは 2012年 4月現在，AndroidアプリとしてGoogle

Play上に公開しており，無料で利用することが可能である∗1．

5. まとめ
本研究では，場所に関する特徴的な語を獲得する手法を提

案した．提案手法の有効性を検証するための評価を行い，提案
手法により特徴語が適切に獲得できる可能性が示唆された．
今後は，地元でよく話題になっている語の扱いについて改

善したいと考えている．また，地域情報を取得する際には，地
元以外の人がその地域に旅行に行くという状況だけではなく，
地元の人が周囲の役立つ情報を探すという状況も考えられ，地
域情報取得の状況としては後者のほうが頻度が高いと考えられ
る．ユーザの居住地に応じて獲得する語を変更するような手法
についても検討していきたい．また，作成したアプリの利用者
からの要望などをもとに提案手法やサービスの改善を図ってい
きたいと考えている．
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